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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　凹部が形成されたケース本体と、
　前記凹部を覆う第１面部、及び、前記第１面部と直交する第２面部を有するカバーと、
を備え、
　前記第１面部と直交する第１方向への前記カバーの前記ケース本体からの着脱を可能に
構成され、
　前記第２面部と直交する第２方向への前記カバーの前記ケース本体からの着脱を可能に
構成され、
　前記カバーには、カバー側第１係合部とカバー側第２係合部とが、第１面部の裏側、且
つ、第２面部の裏側に設けられ、
　前記ケース本体には、ケース本体側第１係合部とケース本体側第２係合部とが、前記凹
部に設けられ、
　前記カバー側第１係合部は、前記第２方向に伸延し、前記ケース本体側第１係合部は、
前記カバーが前記ケース本体に装着された状態において前記カバー側第１係合部と平行な
方向に伸延し、
　前記カバーは、前記カバー側第１係合部を前記ケース本体側第１係合部に係合させた状
態で、前記ケース本体に対して前記第２方向に移動させて前記ケース本体に着脱可能であ
り、
　前記カバー側第２係合部は、前記カバーが前記ケース本体に装着された状態において前
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記ケース本体側第２係合部と係合して前記カバーの前記第２方向へ移動に対して抵抗を与
え、
　前記ケース本体に装着された状態の前記カバーに、前記第２方向への所定以上の力が与
えられることによって、前記カバー側第２係合部と前記ケース本体側第２係合部との係合
が解除され、
　前記カバー側第１係合部は、前記カバーが前記ケース本体に装着された状態において前
記ケース本体側第１係合部と係合して前記カバーの前記第１方向へ移動に対して抵抗を与
え、
　前記ケース本体に装着された状態の前記カバーに、前記第１方向への所定以上の力が与
えられることによって、前記カバー側第１係合部と前記ケース本体側第１係合部との係合
が解除される、ケース。
【請求項２】
　凹部が形成されたケース本体と、
　前記凹部を覆う第１面部、及び、前記第１面部と直交する第２面部を有するカバーと、
を備え、
　前記第１面部と直交する第１方向への前記カバーの前記ケース本体からの着脱を可能に
構成され、
　前記第２面部と直交する第２方向への前記カバーの前記ケース本体からの着脱を可能に
構成され、
　前記カバーが前記凹部を覆う第３面部を更に有し、
　前記第３面部は、前記第１面部と直交し、且つ、前記第２面部と直交し、
　前記第３面部と直交する第３方向への前記カバーの前記ケース本体からの着脱を可能に
構成された、ケース。
【請求項３】
　前記カバー側第１係合部と前記ケース本体側第１係合部との一方が前記第２方向に伸延
する凸条部であり、他方が前記凸条部と係合する形状の凹条部である、請求項１に記載の
ケース。
【請求項４】
　前記カバー側第１係合部と前記ケース本体側第１係合部との一方が、ボスであり、他方
が前記ボスを収容する収容部である、請求項１に記載のケース。
【請求項５】
　前記カバーには、カバー側第３係合部とカバー側第４係合部とが、第１面部の裏側、第
２面部の裏側、且つ、第３面部の裏側に設けられ、
　前記ケース本体には、ケース本体側第３係合部とケース本体側第４係合部とが、前記凹
部に設けられ、
　前記カバー側第３係合部は、前記第３方向に伸延し、前記ケース本体側第３係合部は、
前記カバーが前記ケース本体に装着された状態において前記カバー側第３係合部と平行な
方向に伸延し、
　前記カバーは、前記カバー側第３係合部を前記ケース本体側第３係合部に係合させた状
態で、前記ケース本体に対して前記第３方向に移動させて前記ケース本体に着脱可能であ
り、
　前記カバー側第４係合部は、前記カバーが前記ケース本体に装着された状態において前
記ケース本体側第４係合部と係合して前記カバーの前記第３方向へ移動に対して抵抗を与
え、
　前記ケース本体に装着された状態の前記カバーに、前記第３方向への所定以上の力が与
えられることによって、前記カバー側第４係合部と前記ケース本体側第４係合部との係合
が解除され、
　前記カバー側第３係合部は、前記カバーが前記ケース本体に装着された状態において前
記ケース本体側第３係合部と係合して前記カバーの前記第１方向へ移動に対して抵抗を与
え、
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　前記ケース本体に装着された状態の前記カバーに、前記第１方向への所定以上の力が与
えられることによって、前記カバー側第３係合部と前記ケース本体側第３係合部との係合
が解除される、請求項２に記載のケース。
【請求項６】
　前記ケース本体の前記凹部の底面には、前記ケース本体の裏面まで貫通し、且つ、前記
ケース本体を壁面に取り付けるための取り付け部材が挿入される取付孔が設けられる、請
求項１乃至５のいずれか一項に記載のケース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、リモコン装置等のケースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、装置等のケースのカバーを開閉する構造が数多く存在する。特許文献１に開
示された電池収容装置では、底部と側壁とが一体に形成された樹脂ケースからなる電池ホ
ルダにコイン電池が収容され、電池カバーにより電池収容装置が覆われる。電池交換時に
は、ユーザは硬貨を電池収容装置の開閉溝に挿入し、一方向（例えば上方向）に力を加え
ることにより、電池カバーが開放し、係合が解除され電池カバーが開くようになっている
。
【０００３】
　また、特許文献２に開示されたスライド型ＣＤケースは、長方形にして短辺の一方側が
開放され、且つ、他の三辺は浅い側縁で形成される蓋体と、蓋体の内部に納まる大きさで
四辺が浅い枠板で形成された収納容体を備える。この蓋体の長辺の左右側縁内側中央に浅
くて幅の狭い案内溝が設けられており、収納容体の枠板の外面に、蓋体の案内溝に嵌合し
てスライドする突起体が形成されている。蓋体（案内溝）を収納容体の突起体に沿った一
方向にスライドさせることによりＣＤケースが開閉するようになっている。
【０００４】
　また、特許文献３に開示された小型電子機器（ブック型のポータブルコンピュータ）は
、電池パックを収納するための収納スペースを備えており、電池パックの挿入口は合成樹
脂製の蓋によって開閉可能に覆われる。挿入口の開口下縁と開口上縁にはガイド溝がそれ
ぞれ形成され、蓋の上壁部と下壁部にはガイド突起部がそれぞれ設けられ、上下のガイド
突起を上下のガイド溝に嵌合させることにより、蓋によって挿入口が閉じられる。開放時
にはガイド溝に沿った一方向に蓋をスライドさせることにより挿入口が開くようになって
いる。
【０００５】
　また、特許文献４に開示されたリモコン装置は、給湯器用リモコンケースにおいてネジ
を使用して壁に固定するように構成され、ケースの外観からネジ頭が見えないようにする
ためにネジを隠すためのカバー部材（化粧カバー）が外装ケースに着脱自在に取り付けら
れる。カバー部材は、外装ケースの切欠き部に形成された係合孔に係合する係合爪を備え
ることにより、一方向（例えば外装ケースの外側の方向）に力を加えることにより、係合
が解除されカバー部材が開くようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－１４７０９８号公報
【特許文献２】実開平６－７６１７１号公報
【特許文献３】特許第３２３８４４２号
【特許文献４】特許第５３３０９１４号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　しかし、上記従来の構成では、装置のカバーに対して一方向に力を加えることによりケ
ース本体から開閉又は着脱する構成である。このため、例えば着脱方向に壁等の障害物が
ある場合にはカバーが障害物に衝突し、破損してしまう可能性がある。
【０００８】
　そこで、本発明では、カバーの着脱方向に障害物が存在する場合であっても、カバーと
障害物との衝突を回避可能なケースを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様に係るケースは、凹部が形成されたケース本体と、前記凹部を覆う第１
面部、及び、前記第１面部と直交する第２面部を有するカバーと、を備え、前記第１面部
と直交する第１方向への前記カバーの前記ケース本体からの着脱を可能に構成され、前記
第２面部と直交する第２方向への前記カバーの前記ケース本体からの着脱を可能に構成さ
れる。
【００１０】
　上記構成によれば、ケース本体からカバーを着脱する方向が複数存在するので、一の方
向に障害物が存在する場合は、カバーを他の方向に着脱することにより衝突を回避するこ
とができる。着脱動作に伴うカバーの破損を確実に防止することができる。尚、「直交す
る」とは、厳密な直交に限定されず、カバーの材料（例えば樹脂）や製造時に起因して生
じ得る僅かな傾きを許容するものである。
【００１１】
　上記ケースにおいて、前記カバーには、カバー側第１係合部とカバー側第２係合部とが
、第１面部の裏側、且つ、第２面部の裏側に設けられ、前記ケース本体には、ケース本体
側第１係合部とケース本体側第２係合部とが、前記凹部に設けられ、前記カバー側第１係
合部は、前記第２方向に伸延し、前記ケース本体側第１係合部は、前記カバーが前記ケー
ス本体に装着された状態において前記カバー側第１係合部と平行な方向に伸延し、前記カ
バーは、前記カバー側第１係合部を前記ケース本体側第１係合部に係合させた状態で、前
記ケース本体に対して前記第２方向に移動させて前記ケース本体に着脱可能であり、前記
カバー側第２係合部は、前記カバーが前記ケース本体に装着された状態において前記ケー
ス本体側第２係合部と係合して前記カバーの前記第２方向へ移動に対して抵抗を与え、前
記ケース本体に装着された状態の前記カバーに、前記第２方向への所定以上の力が与えら
れることによって、前記カバー側第２係合部と前記ケース本体側第２係合部との係合が解
除され、前記カバー側第１係合部は、前記カバーが前記ケース本体に装着された状態にお
いて前記ケース本体側第１係合部と係合して前記カバーの前記第１方向へ移動に対して抵
抗を与え、前記ケース本体に装着された状態の前記カバーに、前記第１方向への所定以上
の力が与えられることによって、前記カバー側第１係合部と前記ケース本体側第１係合部
との係合が解除されてもよい。
【００１２】
　前記カバー側第１係合部と前記ケース本体側第１係合部との一方が前記第２方向に伸延
する凸条部であり、他方が前記凸条部と係合する形状の凹条部であってもよい。
【００１３】
　前記カバー側第１係合部と前記ケース本体側第１係合部との一方が、ボスであり、他方
が前記ボスを収容する収容部であってもよい。　前記カバーが前記凹部を覆う第３面部を
更に有し、前記第３面部は、前記第１面部と直交し、且つ、前記第２面部と直交し、前記
第３面部と直交する第３方向への前記カバーの前記ケース本体からの着脱を可能に構成さ
れてもよい。
【００１４】
　前記カバーには、カバー側第３係合部とカバー側第４係合部とが、第１面部の裏側、第
２面部の裏側、且つ、第３面部の裏側に設けられ、前記ケース本体には、ケース本体側第
３係合部とケース本体側第４係合部とが、前記凹部に設けられ、前記カバー側第３係合部
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は、前記第３方向に伸延し、前記ケース本体側第３係合部は、前記カバーが前記ケース本
体に装着された状態において前記カバー側第３係合部と平行な方向に伸延し、前記カバー
は、前記カバー側第３係合部を前記ケース本体側第３係合部に係合させた状態で、前記ケ
ース本体に対して前記第３方向に移動させて前記ケース本体に着脱可能であり、前記カバ
ー側第４係合部は、前記カバーが前記ケース本体に装着された状態において前記ケース本
体側第４係合部と係合して前記カバーの前記第３方向へ移動に対して抵抗を与え、前記ケ
ース本体に装着された状態の前記カバーに、前記第３方向への所定以上の力が与えられる
ことによって、前記カバー側第４係合部と前記ケース本体側第４係合部との係合が解除さ
れ、前記カバー側第３係合部は、前記カバーが前記ケース本体に装着された状態において
前記ケース本体側第３係合部と係合して前記カバーの前記第１方向へ移動に対して抵抗を
与え、前記ケース本体に装着された状態の前記カバーに、前記第１方向への所定以上の力
が与えられることによって、前記カバー側第３係合部と前記ケース本体側第３係合部との
係合が解除されてもよい。
【００１５】
　前記ケース本体の前記凹部の底面には、前記ケース本体の裏面まで貫通し、且つ、前記
ケース本体を壁面に取り付けるための取り付け部材が挿入される取付孔が設けられてもよ
い。
【００１６】
　上記構成によれば、取り付け部材（例えばネジ）を介して、ケース本体（例えば給湯器
のリモコン）を壁面に取り付けることができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、カバーの着脱方向に障害物が存在する場合であっても、カバーと障害
物との衝突を回避することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、第１実施形態に係るケースの構成を示す斜視図である。
【図２】図２は、図１のカバーの構成を示す斜視図である。
【図３】図３は、図１のケース本体の右側の凹部を示す図である。
【図４】図４は、ケースにカバーを装着した状態を示す図である。
【図５】図５は、カバーの第１の着脱方法について説明する図である。
【図６】図６は、カバーの第２の着脱方法について説明する図である。
【図７】図７は、比較例のケースの構成の一例を示す図である。
【図８】図８は、比較例のカバーの着脱方法について説明する図である。
【図９】図９は、第２実施形態に係るカバーの構成を示す斜視図である。
【図１０】図１０は、ケース本体の凹部を示す図である。
【図１１】図１１は、ケースにカバーを装着した状態を示す図である。
【図１２】図１２は、カバーの第１の着脱方法について説明する図である。
【図１３】図１３は、カバーの第２の着脱方法について説明する図である。
【図１４】図１４は、変形例に係るカバーの構成を示す図である。
【図１５】図１５は、ケース本体の凹部を示す図である。
【図１６】図１６は、ケースにカバーを装着した状態を示す図である。
【図１７】図１７は、第３実施形態に係るケースのカバー装着状態を示す図である。
【図１８】図１８は、第４実施形態に係るカバーの構成を示す斜視図である。
【図１９】図１９は、ケース本体の右側の凹部を示す図である。
【図２０】図２０は、ケースにカバーを装着した状態を示す図である。
【図２１】図２１は、カバーの着脱方法について説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、好ましい実施の形態を、図面を参照しながら以下に説明する。なお、以下では全
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ての図面を通じて同一又は相当する要素には同一の参照符号を付して、その重複する説明
を省略する。また、図面は理解しやすくするために、それぞれの構成要素を模式的に示し
たもので、形状及び寸法比等については正確な表示ではない場合がある。
【００２０】
　（第１実施形態）
　図１は、第１実施形態に係るケースの構成を示す図である。図１に示すように、本実施
形態のケース１００は、浴室の壁面５０に取り付けられて使用される壁面設置型の給湯器
用リモコンのケースである。ケース１００は、ケース本体１と、カバー２と、を備える。
【００２１】
　ケース本体１は、正面視矩形状であって、前後厚み方向の薄型化が図られた略直方体形
状である。尚、ケース本体１の外周形状は矩形に限定されるものではなく、例えば楕円形
など、矩形以外の形状であってもよい。ケース本体１は、樹脂製の部材が厚み方向に重ね
あわされて構成されており、このケース本体１の前面部には、液晶表示器などを用いて構
成された表示部１ａ、複数の操作スイッチ（図示せず）が配置された操作パネル１ｂが設
けられる。ケース本体１の内部には、制御回路などを構成する種々の電気・電子部品が実
装された回路基板（図示せず）が収容されている。
【００２２】
　操作パネル１ｂの左右両側には凹部１ｄが形成されている。凹部１ｄの底面には、ケー
ス本体１の裏面まで貫通するネジ挿通用孔（取付孔）１ｅが設けられる。このネジ挿通用
孔１ｅにはケース本体１を壁面５０に取り付けるためのネジ４０が挿入される。本実施形
態では、外観からネジ頭が見えないようにするために凹部１ｄを覆う化粧カバー（以下、
単に「カバー」と呼ぶ）２が使用される。カバー２にはケース本体１と同じ樹脂製の部材
が使用される。
【００２３】
　図２は、図１のカバー２の構成を示す斜視図である。図２（Ａ）はカバー２を正面から
見た斜視図である。図２（Ｂ）はカバー２を背面から見た第１の斜視図である。図２（Ｃ
）はカバー２を側面から見た第２の斜視図である。図２（Ｄ）はカバー２を側面から見た
第３の斜視図である。図２（Ｅ）は図２（Ｄ）のＸ－Ｚ平面に平行な断面から見た斜視図
である。カバー２は、第１カバー面部２１と、第２カバー面部２２とを有する。第１カバ
ー面部２１は正面視正方形状を有する。第２カバー面部２２は、略長方形状を有し、第１
カバー面部２１と直交するように構成される。以下では、カバー２の第１カバー面部２１
と直交する方向を第１方向、第２カバー面部２２と直交する方向を第２方向とそれぞれ定
義する。本実施形態では、第１方向は図２のＺ軸方向、第２方向は図２のＸ軸方向と一致
している。尚、「直交する」とは、厳密な直交に限定されず、カバー２の材料や製造時に
起因して生じ得る僅かな傾きを許容するものである。
【００２４】
　本実施形態のカバー２は、正方形の第１カバー面部２１の外周を囲む三辺に第２カバー
面部２２及びカバー側壁２３、２４が設けられている。第１カバー面部２１の外周の残り
の一辺の側は開放される。
【００２５】
　カバー側壁２３，２４の外側には凹条部２３ａ，２４ａがそれぞれ設けられる。凹条部
２３ａ，２４ａは第２カバー面部２２の裏側に位置する。凹条部２３ａ，２４ａは第２方
向（Ｘ軸方向）に伸延している。本実施形態では凹条部２３ａ，２４ａの第２方向の長さ
はカバー側壁２３，２４の第２方向の長さと同程度である。この凹条部２３ａ，２４ａは
本発明の「カバー側第１係合部」に相当する。
【００２６】
　第１カバー面部２１の裏側には嵌合突起２１ａが設けられる。この嵌合突起２１ａは本
発明の「カバー側第２係合部」に相当する。嵌合突起２１ａは所定の幅を有し、先端が断
面視で半円状に形成される。
【００２７】
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　図３は、図１のケース本体１の右側の凹部１ｄを示す図である。図１では凹部１ｄは操
作パネル１ｂの左右両側に２カ所設けられているが、同一の構造を有するので、ここでは
右側の凹部１ｄの構成のみ説明する。図３（Ａ）は凹部１ｄを正面から見た斜視図である
。図３（Ｂ）は凹部１ｄの側面図である。図３（Ｃ）は図３（Ａ）のＣ－Ｃ断面から見た
斜視図である。図３に示すように、本実施形態の凹部１ｄは、正方形状の底面部３４と、
底面部３４の外周を囲む三辺に設けられた内壁部３１，３２，３３から構成される。
【００２８】
　凹部１ｄの互いに対向する内壁部３１，３２には凸条部３１ａ，３２ａがそれぞれ設け
られている。凸条部３１ａ，３２ａは互いの方向に爪状に突出し、且つ、第２方向（Ｘ軸
方向）に伸延している。本実施形態では凸条部３１ａ，３２ａの第２方向の長さは内壁部
３１，３２の第２方向の長さと同程度である。この凸条部３１ａ，３２ａは本発明の「ケ
ース本体側第１係合部」に相当し、カバー２がケース本体１に装着された状態において、
凹条部２３ａ，２４ａと平行な方向に伸延する。
【００２９】
　凹部１ｄの底面部３４の内壁部３３側には嵌合突起３４ａが設けられる。この嵌合突起
３４ａは本発明の「ケース本体側第２係合部」に相当する。嵌合突起３４ａは所定の幅を
有し、先端が断面視で半円状に形成される。凹部１ｄの底面部３４の中央付近には長円形
状に開口するネジ挿通用孔１ｅが設けられる。ネジ挿通用孔１ｅはケース本体１の裏面ま
で貫通する。
【００３０】
　図４は、ケース本体１にカバー２を装着した状態を示す図である。図４（Ａ）はケース
本体１に装着されたカバー２を側面から見た斜視図である。図４（Ｂ）は図４（Ａ）のＢ
－Ｂ断面から見た斜視図である。図４（Ｃ）は図４（Ａ）のＣ－Ｃ断面から見た斜視図で
ある。図４（Ｂ）に示すように、カバー２がケース本体１に装着された状態において、カ
バー側壁２３，２４の外側に設けられた凹条部２３ａ，２４ａ（カバー側第１係合部）は
、ケース本体１の凹部１ｄの内壁部３１，３２に設けられた凸条部３１ａ，３２ａ（ケー
ス本体側第１係合部）と係合してカバー２の第１方向（Ｚ軸方向）へ移動に対して抵抗を
与える（図４（Ｂ）参照）。つまり、カバー２はケース本体１に対して第１方向に固定さ
れる。
【００３１】
　一方、図４（Ｃ）に示すように、カバー２がケース本体１に装着された状態において、
第１カバー面部２１の裏側に設けられた嵌合突起２１ａは、ケース本体１の凹部１ｄの底
面部３４に設けられた嵌合突起３４ａと係合してカバー２の第２方向（Ｘ軸方向）へ移動
に対して抵抗を与える。つまり、カバー２はケース本体１に対して第２方向に固定される
。
【００３２】
　図５は、カバー２の第１の着脱方法について説明する図である。図５（Ａ）は、ケース
本体１に装着されたカバー２に第１方向（Ｚ軸方向）への力が加わった場合のカバー２を
側面から見た斜視図である。図５（Ｂ）は、図５（Ａ）のＢ－Ｂ断面から見た斜視図であ
る。図５（Ｂ）に示すように、ケース本体１に装着された状態のカバー２に、第１方向（
Ｚ軸の正方向）への所定以上の力が与えられることによって、カバー側壁２３，２４の外
側に設けられた凹条部２３ａ，２４ａ（カバー側第１係合部）と、ケース本体１の凹部１
ｄの内壁部３１，３２に設けられた凸条部３１ａ，３２ａ（ケース本体側第１係合部）と
の係合が解除される。カバー側壁２３，２４が内側に変形し、凸条部（爪）３１ａ，３２
ａから凹条部（溝）２３ａ，２４ａが外れる。これにより、ケース本体１に対するカバー
２の第１方向への着脱が可能になる。
【００３３】
　図６は、カバー２の第２の着脱方法について説明する図である。図６（Ａ）は、ケース
本体１に装着されたカバー２に第２方向への力が加わった場合のカバー２を側面から見た
斜視図である。図６（Ｂ）～図６（Ｄ）は、図６（Ａ）のＢ－Ｂ断面から見た斜視図であ
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る。凸条部３１ａ，３２ａはカバー２がケース本体１に装着された状態において、凹条部
２３ａ，２４ａと平行な第２方向に伸延している。図６（Ｂ）に示すように、ケース本体
１に装着されたカバー２に第２方向（Ｘ軸方向）への力が加わった場合は、カバー２の動
きは第２方向の動きのみに限定される。図６（Ｃ），（Ｄ）に示すように、第２方向（Ｘ
軸正方向）へ所定以上の力が与えられることによって、第１カバー面部２１の裏側に設け
られた嵌合突起２１ａと、凹部１ｄの底面部３４に設けられた嵌合突起３４ａとの係合が
解除される。互いに嵌合された嵌合突起２１ａ及び嵌合突起３４ａの接触面に力が加わる
ことにより、凹条部２３ａ，２４ａを、凸条部３１ａ，３２ａに係合させた状態で、嵌合
突起２１ａ及び嵌合突起３４ａがそれぞれ変形し、先端の嵌合が外れ、第２方向にスライ
ドする。すなわち、カバー２はスライドによって移動する。これにより、ケース本体１に
対するカバー２の第２方向への着脱が可能になる。
【００３４】
　（比較例）
　次に、従来の構成と比較しつつ本実施形態による効果を説明する。図７は、比較例の給
湯器用リモコン装置のケース２００の構成の一例を示す図である。図７に示すように、比
較例のリモコン装置のケース２００は、ネジ２１０を使用して壁（図示せず）に固定する
ように構成される。この場合、ケース２００の外観からネジ２１０の頭が見えないように
するためにネジを隠すための化粧カバー２０２がケース本体２０１に着脱自在に取り付け
られる。ここではケース本体２０１の凹部２０１ａの底面には、ケース本体２０１の裏面
まで貫通し、ネジ２１０が挿入されるネジ挿通用孔２０１ｂが２箇所設けられる。凹部２
０１ａの底面の中央には爪引掛け孔２０１ｃが形成される。
【００３５】
　図８は、比較例のカバー２０２の着脱方法について説明する図である。図８に示すよう
に、化粧カバー２０２は、ケース本体２０１の凹部２０１ａに形成された爪引掛け孔２０
１ｃに係合する係合爪２０２ａを備える。このようなカバー構造により、指でスライド方
向（ケース本体２０１から離れる方向）に力を加えることにより、係合が解除され化粧カ
バー２０２が開くようになっている。しかし、比較例の構成では、化粧カバー２０２の着
脱方法が１パターンのみであるため、ケース２００の外観に着脱方法が明記できない場合
、作業者が無理やり外して化粧カバー２０２を破損させてしまう可能性がある。
【００３６】
　これに対し、本実施形態のケース１００によれば、ケース本体１からカバー２を着脱す
る方向が二つ存在するので（図５，図６参照）、一の方向に障害物が存在する場合は、カ
バー２を他の方向に着脱することにより衝突を回避することができる。着脱動作に伴うカ
バー２の破損を確実に防止することができる。
【００３７】
　尚、本実施形態では、カバー２側に凹条部２３ａ，２４ａが設けられ、ケース側に凸条
部３１ａ，３２ａが設けられたが、カバー側に凸条部を設け、ケース側に凹条部を設けて
もよい。
【００３８】
　（第２実施形態）
　次に、第２実施形態について説明する。以下では、第１実施形態と共通する構成の説明
は省略し、相違する構成についてのみ説明する。
【００３９】
　図９は、第２実施形態に係るカバー２Ａの構成を示す斜視図である。図９（Ａ）はカバ
ー２Ａを正面から見た斜視図である。図９（Ｂ）はカバー２Ａを背面から見た斜視図であ
る。図９（Ｃ）はカバー２Ａの側面図である。
【００４０】
　本実施形態のカバー２Ａは、第２カバー面部２２が正面視正方形状であり、第１カバー
面部２１が略長方形状である。正方形の第２カバー面部２２の外周を囲む一辺には長方形
の第１カバー面部２１が設けられている。第２カバー面部２２の外周の残りの三辺の側は
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開放される。カバー２の第１カバー面部２１と直交する方向を第１方向、第２カバー面部
２２と直交する方向を第２方向とそれぞれ定義する。本実施形態では、第１方向は図９の
Ｘ軸方向、第２方向は図９のＺ軸方向と一致している。
【００４１】
　第２カバー面部２２の裏側には一対のボス２８が設けられる。ボス２８は第２方向（Ｚ
軸方向）に伸延している。ボス２８は円柱形状を有し、高さ方向（Ｚ軸方向）にスリット
２８ａが形成されている。スリット２８ａにより、ボス２８の半径方向（Ｘ軸方向）に力
が加わった場合に半径方向の断面が楕円状に変形するように構成されている。これらのボ
ス２８は本発明の「カバー側第１係合部」に相当する。
【００４２】
　第１カバー面部２１の先端には嵌合爪２１ｂが設けられる。嵌合爪２１ｂは第１カバー
面部２１の裏側に設けられる。この嵌合爪２１ｂは本発明の「カバー側第２係合部」に相
当する。嵌合爪２１ｂは内側（ボス２８側）に突出している。
【００４３】
　図１０は、ケース本体１Ａの右側の凹部１ｄを示す図である。図１０（Ａ）は凹部１ｄ
を正面から見た斜視図である。図１０（Ｂ）は凹部１ｄの平面図である。図１０（Ｃ）は
図１０（Ｂ）のＣ－Ｃ断面図である。図１０（Ｄ）は凹部１ｄの側面図である。本実施形
態の凹部１ｄは、正方形状の底面部３４と、底面部３４の外周を囲む三辺に設けられた内
壁部３１，３２，３３から構成される。
【００４４】
　凹部１ｄの内壁部３３には一対の収容部３５が設けられている。一方の収容部３５は内
壁部３３から突出した爪形状を有し、内壁部３１との間でボス２８を収容するように構成
されている。他方の収容部３５は内壁部３３から突出した爪形状を有し、内壁部３２との
間でボス２８を収容するように構成されている。これらの収容部３５は本発明の「ケース
本体側第１係合部」に相当する。
【００４５】
　凹部１ｄの底面部３４の外側には嵌合爪３６が設けられる。この嵌合爪３６は本発明の
「ケース本体側第２係合部」に相当する。嵌合爪３６は所定の幅を有する。
【００４６】
　図１１は、ケース本体１Ａにカバー２Ａを装着した状態を示す図である。図１１（Ａ）
はケース本体１に装着されたカバー２を側面から見た斜視図である。図１１（Ｂ）は図１
１（Ａ）のＢ－Ｂ断面図である。図１１（Ｂ）に示すように、カバー２Ａがケース本体１
Ａに装着された状態において、第２カバー面部２２の裏側に設けられた一対のボス２８は
、ケース本体１の凹部１ｄの内壁部３３に設けられた一対の収容部３５に収容されてカバ
ー２Ａの第１方向（Ｘ軸方向）へ移動に対して抵抗を与える。つまり、カバー２Ａはケー
ス本体１Ａに対して第１方向に固定される。
【００４７】
　また、図１１（Ｂ）に示すように、カバー２Ａがケース本体１Ａに装着された状態にお
いて、第１カバー面部２１の先端に設けられた嵌合爪２１ｂは、ケース本体１の凹部１ｄ
の底面部３４の外側に設けられた嵌合爪３６と係合してカバー２の第２方向（Ｚ軸方向）
へ移動に対して抵抗を与える。つまり、カバー２Ａはケース本体１Ａに対して第２方向に
固定される。
【００４８】
　図１２は、カバー２Ａの第１の着脱方法について説明する図である。図１２（Ａ）は、
ケース本体１Ａに装着されたカバー２Ａに第１方向への力が加わった場合の図１１（Ａ）
のＢ－Ｂ断面図である。図１２（Ｂ）は、図１２（Ａ）のＢ－Ｂ断面から見た斜視図であ
る。図１２（Ａ）に示すように、矢印方向に力が加わるとケース本体１Ａに装着された状
態のカバー２Ａに、第２方向（Ｚ軸の正方向）への所定以上の力が与えられる。これによ
り、図１２（Ｂ）に示すように、第１カバー面部２１の先端に設けられた嵌合爪２１ｂと
、ケース本体１の凹部１ｄの底面部３４の外側に設けられた嵌合爪３６との係合が解除さ
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れる。第１カバー面部２１の先端が変形し、嵌合爪２１ｂが外側に傾斜することにより、
ケース本体側の嵌合爪３６からカバー側の嵌合爪２１ｂが外れる。これにより、ケース本
体１Ａに対するカバー２Ａの第２方向への着脱が可能になる。
【００４９】
　図１３は、カバー２Ａの第２の着脱方法について説明する図である。図１３（Ａ）は、
ケース本体１Ａに装着されたカバー２Ａに第２方向への力が加わった場合のケース本体１
Ａの平面図である。図１３（Ｂ）は、図１３（Ａ）のＢ－Ｂ断面から見た斜視図である。
図１３（Ａ）に示すように、ケース本体１Ａに装着されたカバー２Ａに第１方向（Ｘ軸正
方向）への力が加わった場合は、第２カバー面部２２の裏側に設けられたボス２８の半径
方向の断面が楕円状に変形し、収容部３５に対して第２方向に開放される。つまり、カバ
ー２Ａの動きは第２方向の動きのみに限定される。このようにして、図１３（Ｂ）に示す
ように、第２カバー面部２２の裏側に設けられた一対のボス２８と、凹部１ｄの内壁部３
３に設けられた一対の収容部３５との係合が解除される。これにより、ケース本体１Ａに
対するカバー２Ａの第１方向への着脱が可能になる。
【００５０】
　従って、本実施形態においても、ケース本体１Ａからカバー２Ａを着脱する方向が二つ
存在するので（図１２，図１３参照）、一の方向に障害物が存在する場合は、カバー２Ａ
を他の方向に着脱することにより衝突を回避することができ、着脱動作に伴うカバー２Ａ
の破損を確実に防止することができる。
【００５１】
　（変形例）
　図１４は、上記実施形態の第１の変形例に係るカバー２Ｂの構成を示す斜視図である。
図１４（Ａ）はカバー２Ｂを正面から見た斜視図である。図１４（Ｂ）はカバー２Ｂを背
面から見た第１の斜視図である。図１４（Ｃ）はカバー２Ｂを側面から見た第２の斜視図
である。図１４（Ｄ）はカバー２Ｂを側面から見た第３の斜視図である。図１４（Ｅ）は
図１４（Ｄ）のＸ－Ｚ平面に平行な断面から見た斜視図である。カバー２Ｂは、第１カバ
ー面部２１と、第２カバー面部２２とを有する。第１カバー面部２１は正面視正方形状で
ある。第２カバー面部２２は、略長方形状を有し、第１カバー面部２１と直交するように
構成される。カバー２の第１カバー面部２１と直交する方向を第１方向、第２カバー面部
２２と直交する方向を第２方向とそれぞれ定義する。本実施形態では、第１方向は図１４
のＺ軸方向、第２方向は図１４のＸ軸方向と一致している。
【００５２】
　本変形例のカバー２Ｂは、正方形の第１カバー面部２１の外周を囲む一辺には長方形の
第２カバー面部２２が設けられている。第１カバー面部２１の外周の残りの三辺の側は開
放される。
【００５３】
　第２カバー面部２２の裏側には一対のボス２８が設けられる。ボス２８は第２方向（Ｘ
軸方向）に伸延している。ボス２８は円柱形状を有し、高さ方向（Ｘ軸方向）にスリット
２８ａが形成されている。スリット２８ａにより、ボス２８の半径方向に力が加わった場
合に半径方向の断面が楕円状に変形するように構成されている。これらのボス２８は本発
明の「カバー側第１係合部」に相当する。
【００５４】
　第１カバー面部２１の裏側には嵌合突起２１ａが設けられる。この嵌合突起２１ａは本
発明の「カバー側第２係合部」に相当する。嵌合突起２１ａは所定の幅を有し、先端が断
面視で半円状に形成される。
【００５５】
　図１５は、ケース本体１Ａの凹部１ｄを示す図である。図１５（Ａ）は凹部１ｄを正面
から見た斜視図である。図１５（Ｂ）は凹部１ｄの側面図である。図１５（Ｃ）は図１５
（Ａ）のＣ－Ｃ断面から見た斜視図である。本変形例の凹部１ｄは、正方形状の底面部３
４と、底面部３４の外周を囲む三辺に設けられた内壁部３１，３２，３３から構成される
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。
【００５６】
　凹部１ｄの底面部３４の内壁部３１側及び内壁部３２側には一対の収容部３５が設けら
れる。一対の収容部３５は第２方向（Ｘ軸方向）に伸延している。これらの収容部３５は
本発明の「ケース本体側第１係合部」に相当する。
【００５７】
　凹部１ｄの底面部３４の内壁部３３側には嵌合突起３４ａが設けられる。この嵌合突起
３４ａは本発明の「ケース本体側第２係合部」に相当する。嵌合突起３４ａは所定の幅を
有し、先端が断面視で半円状に形成される。
【００５８】
　図１６は、ケース本体１Ｂにカバー２Ｂを装着した状態を示す図である。図１６（Ａ）
はケース本体１Ｂに装着されたカバー２Ｂを側面から見た斜視図である。図１６（Ｂ）は
図１６（Ａ）のＢ－Ｂ断面から見た斜視図である。図１６（Ｃ）は図１６（Ａ）のＣ－Ｃ
断面から見た斜視図である。図１６（Ｂ）に示すように、カバー２Ｂがケース本体１Ｂに
装着された状態において、第２カバー面部２２の裏側に設けられた一対のボス２８は、ケ
ース本体１の凹部１ｄの底面部３４に設けられた一対の収容部３５と係合してカバー２Ｂ
の第１方向（Ｚ軸の正方向）へ移動に対して抵抗を与える。つまり、カバー２Ｂはケース
本体１Ｂに対して第１方向に固定される。
【００５９】
　本変形例においても、ケース本体１Ｂに装着された状態のカバー２Ｂに、第１方向（Ｚ
軸の正方向）への所定以上の力が与えられることによって、第２カバー面部２２の裏側に
設けられた一対のボス２８は、ケース本体１の凹部１ｄの底面部３４に設けられた一対の
収容部３５との係合が解除される（図１６（Ｂ）参照）。図１６（Ｂ）の第１方向（Ｚ軸
の正方向）に力が加わるとボス２８の半径方向の断面が楕円状に変形し、収容部３５から
ボス２８が外れる。これにより、ケース本体１Ｂに対するカバー２Ｂの第１方向への着脱
が可能になる。
【００６０】
　一方、図１６（Ｃ）に示すように、カバー２Ｂがケース本体１Ｂに装着された状態にお
いて、第１カバー面部２１の裏側に設けられた嵌合突起２１ａは、ケース本体１の凹部１
ｄの底面部３４に設けられた嵌合突起３４ａと係合してカバー２Ｂの第２方向（Ｘ軸方向
）へ移動に対して抵抗を与える。つまり、カバー２Ｂはケース本体１Ｂに対して第２方向
に固定される。
【００６１】
　本変形例においても、ケース本体１Ｂに装着されたカバー２Ｂに第２方向（Ｘ軸正方向
）への力が加わった場合は、第１カバー面部２１の裏側に設けられた嵌合突起２１ａと、
凹部１ｄの底面部３４に設けられた嵌合突起３４ａとの係合が解除される（図１６（Ｃ）
参照）。互いに嵌合された嵌合突起２１ａ及び嵌合突起３４ａの接触面に力が加わること
により、ボス２８を、収容部３５に係合させた状態で、嵌合突起２１ａ及び嵌合突起３４
ａがそれぞれ変形し、先端の嵌合が外れ、第２方向にスライドして移動する。これにより
、ケース本体１に対するカバー２の第２方向への着脱が可能になる。
【００６２】
　従って、本変形例においても、ケース本体１Ｂからカバー２Ｂを着脱する方向が二つ存
在するので（図１６等参照）、一の方向に障害物が存在する場合は、カバー２Ａを他の方
向に着脱することにより衝突を回避することができ、着脱動作に伴うカバー２Ｂの破損を
確実に防止することができる。
【００６３】
　（第３実施形態）
　次に、第３実施形態について説明する。以下では、第１実施形態と共通する構成の説明
は省略し、相違する構成についてのみ説明する。
【００６４】



(12) JP 6822077 B2 2021.1.27

10

20

30

40

50

　図１７は、第３実施形態に係るケース本体１Ｃのカバー２Ｃ装着状態を示す図である。
図１７（Ａ）は、ケース本体１Ｃのカバー２Ｃ装着状態を示す斜視図である。図１７（Ａ
）ではカバー２Ｃは破線で示している。図１７（Ｂ）は、図１７（Ａ）のＢ－Ｂ断面図で
ある。図１７（Ｃ）は、図１７（Ａ）のＣ－Ｃ断面図である。本実施形態の凹部１ｄはケ
ース本体１Ｃの角に形成され、正方形状の底面部３４と、底面部３４の外周を囲む二辺に
設けられた内壁部３１，３３から構成される。更に、本実施形態のカバー２Ｃは凹部１ｄ
を覆う第３カバー面部４３を更に有し、第３カバー面部４３と直交する第３方向（Ｙ軸方
向）へのカバー２Ｃのケース本体１Ｃからの着脱を可能に構成される点が第１実施形態と
異なる（図１７（Ａ）参照）。第３カバー面部４３は、第１カバー面部２１と直交し、且
つ、第２カバー面部２２と直交する。カバー２の第１カバー面部２１と直交する方向を第
１方向、第２カバー面部２２と直交する方向を第２方向、第３カバー面部４３と直交する
方向を第３方向とそれぞれ定義する。本実施形態では、第１方向は図１７のＺ軸方向、第
２方向は図１７のＸ軸方向、第３方向は図１７のＹ軸方向と一致している。
【００６５】
　カバー側壁２４の外側には凹条部２４ａが設けられる（図１７（Ｂ）参照）。凹条部２
４ａは第３方向（Ｙ軸方向）に伸延している。凹条部２４ａはカバー２Ｃの裏側に位置す
る。この凹条部２４ａは本発明の「カバー側第３係合部」に相当する。第１カバー面部２
１の裏側には嵌合突起２１ａが設けられる（図１７（Ｂ）参照）。この嵌合突起２１ａは
本発明の「カバー側第４係合部」に相当する。
【００６６】
　凹部１ｄの内壁部３３には凸条部３１ｂが設けられている（図１７（Ｂ）参照）。凸条
部３１ｂは第３方向（Ｙ軸方向）に伸延している。この凸条部３１ｂは本発明の「ケース
本体側第３係合部」に相当する。凹部１ｄの底面部３４には嵌合突起３４ａが設けられる
（図１７（Ｃ）参照）。この嵌合突起３４ａは本発明の「ケース本体側第４係合部」に相
当する。
【００６７】
　カバー側壁２４の外側に設けられた凹条部２４ａは、第３方向（Ｙ軸方向）に伸延し、
凹部１ｄの内壁部３３に設けられた凸条部３１ｂは、カバー２Ｃがケース本体１Ｃに装着
された状態において凹条部２４ａと平行な方向に伸延する。
【００６８】
　カバー側壁２４の外側に設けられた凹条部２４ａは、カバー２Ｃがケース本体１Ｃに装
着された状態において、凹部１ｄの内壁部３３に設けられた凸条部３１ｂと係合してカバ
ー２Ｃの第１方向（Ｚ軸方向）へ移動に対して抵抗を与える（図１７（Ｂ）参照）。
【００６９】
　ケース本体１Ｃに装着された状態のカバー２Ｃに、第１方向への所定以上の力が与えら
れることによって、凹条部２４ａと凸条部３１ｂとの係合が解除される。
【００７０】
　一方、第１カバー面部２１の裏側に設けられた嵌合突起２１ａは、カバー２Ｃがケース
本体１Ｃに装着された状態において、凹部１ｄの底面部３４に設けられた嵌合突起３４ｂ
と係合してカバー２Ｃの第３方向（Ｙ軸方向）へ移動に対して抵抗を与える（図１７（Ｃ
）参照）。ケース本体に装着された状態のカバーに、第３方向への所定以上の力が与えら
れることによって、嵌合突起２１ａと嵌合突起３４ｂとの係合が解除される。
【００７１】
　カバー２Ｃは、凹条部２４ａを凸条部３１ｂに係合させた状態で、ケース本体１Ｃに対
して第３方向にスライドして移動させてケース本体１Ｃに着脱可能である。
【００７２】
　従って、本実施形態によれば、ケース本体１Ｃからカバー２Ｃを着脱する方向が三つ存
在するので（図１７のＸ軸方向、Ｙ軸方向及びＺ軸方向）、一の方向に障害物が存在する
場合は、カバー２Ｃを他の方向に着脱することにより衝突を回避することができ、着脱動
作に伴うカバー２Ｃの破損をより確実に防止することができる。
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【００７３】
　（第４実施形態）
　次に、第４実施形態について説明する。以下では、第１実施形態と共通する構成の説明
は省略し、相違する構成についてのみ説明する。第１実施形態では、ケース本体１に対し
てカバー２を第２方向（Ｘ軸方向）にスライドさせて着脱可能な構成であった（図６参照
）。すなわちスライドによって第２方向に移動させる態様であったが、本実施形態では、
カバー２Ｄをスライドによらずに第２方向に移動させて着脱可能な構成である。
【００７４】
　図１８は、第４実施形態に係るカバー２Ｄの構成を示す斜視図である。図１８（Ａ）は
カバー２Ｄを正面から見た斜視図である。図１８（Ｂ）はカバー２Ｄを背面から見た第１
の斜視図である。図１８（Ｃ）はカバー２Ｄを側面から見た第２の斜視図である。図１８
（Ｄ）はカバー２Ｄを側面から見た第３の斜視図である。図１８（Ｅ）は図１８（Ｄ）の
Ｘ－Ｚ平面に平行な断面から見た斜視図である。カバー２Ｄは、第１カバー面部２１と、
第２カバー面部２２とを有する。第１カバー面部２１は正面視正方形状を有する。第２カ
バー面部２２は、略長方形状を有し、第１カバー面部２１と直交するように構成される。
カバー２Ｄの第１カバー面部２１と直交する方向を第１方向、第２カバー面部２２と直交
する方向を第２方向とそれぞれ定義する。本実施形態では、第１方向は図１８のＺ軸方向
、第２方向は図１８のＸ軸方向と一致している。
【００７５】
　本実施形態では、カバー側壁２３の外側には突起部２３ｃが設けられる。突起部２３ｃ
は第２カバー面部２２の裏側に位置する。突起部２３ｃは第２方向（Ｘ軸方向）に伸延し
ている。突起部２３ｃの第２方向の長さはカバー側壁２３の第２方向の長さよりも短い所
定の長さである。カバー側壁２４の外側には溝部２４ｃが設けられる。溝部２４ｃは第２
カバー面部２２の裏側に位置する。溝部２４ｃは第２方向（Ｘ軸方向）に伸延している。
溝部２４ｃの第２方向の長さはカバー側壁２４の第２方向の長さよりも短い所定の長さで
ある。突起部２３ｃ及び溝部２４ｃは本発明の「カバー側第１係合部」に相当する。
【００７６】
　図１９は、ケース本体の右側の凹部を示す図である。図１９（Ａ）は凹部１ｄを正面か
ら見た斜視図である。図１９（Ｂ）は凹部１ｄの側面図である。図１９（Ｃ）は図１９（
Ａ）のＣ－Ｃ断面から見た斜視図である。本実施形態の凹部１ｄは、正方形状の底面部３
４と、底面部３４の外周を囲む三辺に設けられた内壁部３１，３２，３３から構成される
。
【００７７】
　凹部１ｄの内壁部３１には溝部３１ｃが設けられている。凹部１ｄの内壁部３２には突
起部３２ｃが設けられている。溝部３１ｃ及び突起部３２ｃは第２方向（Ｘ軸方向）に伸
延している。溝部３１ｃ及び突起部３２ｃの第２方向の長さは内壁部３１，３２の第２方
向の長さよりも短い所定の長さである。この溝部３１ｃ及び突起部３２ｃは本発明の「ケ
ース本体側第１係合部」に相当する。
【００７８】
　図２０は、ケース本体１Ｄにカバー２Ｄを装着した状態を示す平面図である。図２０に
示すように、溝部３１ｃおよび突起部３２ｃはカバー２Ｄがケース本体１Ｄに装着された
状態において、突起部２３ｃ及び溝部２４ｃと平行な第２方向（Ｘ軸方向）に伸延してい
る。カバー２Ｄがケース本体１Ｄに装着された状態において、カバー側壁２３，２４の外
側に設けられた突起部２３ｃ及び溝部２４ｃ（カバー側第１係合部）は、ケース本体１Ｄ
の凹部１ｄの内壁部３１，３２に設けられた溝部３１ｃ及び突起部３２ｃ（ケース本体側
第１係合部）と係合してカバー２Ｄの第１方向（Ｚ軸方向）へ移動に対して抵抗を与える
。つまり、カバー２Ｄはケース本体１Ｄに対して第１方向に固定される。
【００７９】
　一方、カバー２Ｄがケース本体１Ｄに装着された状態において、第１カバー面部２１の
裏側に設けられた嵌合突起２１ａは、ケース本体１の凹部１ｄの底面部３４に設けられた
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嵌合突起３４ａと係合してカバー２Ｄの第２方向（Ｘ軸方向）へ移動に対して抵抗を与え
る。つまり、カバー２Ｄはケース本体１Ｄに対して第２方向に固定される。
【００８０】
　次にカバー２Ｄの着脱方法について説明する。図２１は、ケース本体１Ｄに装着された
カバー２Ｄに矢印方向（第２方向）への力が加わった場合のカバー２Ｄの平面図である。
図２１に示すように、溝部３１ｃおよび突起部３２ｃはカバー２Ｄがケース本体１Ｄに装
着された状態において、突起部２３ｃ及び溝部２４ｃと平行な第２方向に伸延しているの
で、ケース本体１Ｄに装着されたカバー２Ｄに第２方向（Ｘ軸の正方向）への力が加わっ
た場合は、カバー２Ｄの動きは第２方向の動きのみに限定される。第２方向（Ｘ軸正方向
）へ所定以上の力が与えられることによって、第１カバー面部２１の裏側に設けられた嵌
合突起２１ａと、凹部１ｄの底面部３４に設けられた嵌合突起３４ａとの係合が解除され
る。互いに嵌合された嵌合突起２１ａ及び嵌合突起３４ａの接触面に力が加わることによ
り、突起部２３ｃ及び溝部２４ｃを、溝部３１ｃおよび突起部３２ｃに係合させた状態で
、嵌合突起２１ａ及び嵌合突起３４ａがそれぞれ変形し、先端の嵌合が外れ、第２方向（
Ｘ軸正方向）に移動する。これにより、ケース本体１Ｄに対するカバー２Ｄの第２方向へ
の着脱が可能になる。
【００８１】
　従って、本実施形態によれば、カバー２Ｄを第２方向に移動させて着脱することができ
、第１実施形態と同様な効果を奏することができる。
【００８２】
　尚、移動とは前記説明した移動態様に限定されない。
【００８３】
　上記実施形態のカバー２は、給湯器用リモコンのケース本体１を壁面５０に固定するた
めのネジを挿入するために形成された凹部１ｄを覆う化粧カバーであったが、ケース本体
に形成された凹部を覆うカバーであれば、例えばこれに限られない。例えば電池収容装置
の収容部を覆う電池カバー、スライド型のケース本体の蓋体、小型電子機器（ブック型の
ポータブルコンピュータ）に設けられた収納スペース（電池パック等）の挿入口を覆う蓋
に適用してもよい。
【００８４】
　上記実施形態では、ケース本体１を壁面５０に取り付けるためにはネジ４０を使用した
が、その他の取付部材を使用してもよい。例えば、壁面５０に開口した貫通孔にステイパ
イプと称される部材を配置し、この部材にケース本体１を支持させるような構成にしても
よい。
【００８５】
　上記説明から、当業者にとっては、本発明の多くの改良や他の実施形態が明らかである
。従って、上記説明は、例示としてのみ解釈されるべきであり、本発明を実行する最良の
態様を当業者に教示する目的で提供されたものである。本発明の精神を逸脱することなく
、その構造及び／又は機能の詳細を実質的に変更できる。
【産業上の利用可能性】
【００８６】
　本発明は、使用により発熱する光源等の構成部材を備えた電子機器に利用できる。
【符号の説明】
【００８７】
１，１Ａ～１Ｄ　ケース本体
１ａ　表示部
１ｂ　操作パネル
１ｄ　凹部
１ｅ　ネジ挿通用孔（取付孔）
２，２Ａ～２Ｄ　カバー
２１　第１カバー面部
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２１ａ　嵌合突起（カバー側第２係合部，カバー側第４係合部）
２１ｂ　嵌合爪（カバー側第２係合部）
２２　第２カバー面部
２３，２４　カバー側壁
２３ａ　凹条部（カバー側第１係合部）
２４ａ　凹条部（カバー側第１係合部，カバー側第３係合部）
２３ｃ　突起部（カバー側第１係合部）
２４ｃ　溝部（カバー側第１係合部）
２８　ボス（カバー側第１係合部）
３１，３２，３３　凹部の内壁部
３４　凹部の底面部
３１ａ，３２ａ　凸条部（ケース本体側第１係合部）
３１ｂ　凸条部（ケース本体側第３係合部）
３１ｃ　溝部（ケース本体側第１係合部）
３２ｃ　突起部（ケース本体側第１係合部）
３４ａ　嵌合突起（ケース本体側第２係合部）
３４ｂ　嵌合突起（ケース本体側第４係合部）
３５　収容部（ケース本体側第１係合部）
３６　嵌合爪（ケース本体側第２係合部）
４０　ネジ（取付部材）
５０　壁面
１００　ケース

【図１】 【図２】
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【図７】
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【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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【図２０】

【図２１】



(21) JP 6822077 B2 2021.1.27

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００９－２２８４１１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特許第５３３０９１４（ＪＰ，Ｂ２）　　
              特開２０１１－０２１８５２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－２５８８７７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１４－１０５９１０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１６－１００８２４（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｆ２４Ｈ　　　１／００　　　　
              Ｆ２４Ｈ　　　９／０２　　　　
              Ｈ０５Ｋ　　　５／０３　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

